
地
域
の
方
に
も
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
発
表
会

会
場
に
並
べ
、
披
露
し
ま
し
た
。

【
日
野
中
学
校
】

●
人
権
弁
論
大
会

　

毎
年
、
10
月
下
旬
に
学
級
ご

と
で
弁
論
発
表
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
生
徒
た
ち
が
感
じ

て
い
る
こ
と
や
、
弁
論
作
成
に

あ
た
っ
て
自
分
と
向
き
合
っ
て

考
え
た
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
に

発
表
を
し
て
い
ま
す
。
一
人
一

人
の
発
表
の
後
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
、
ど

の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
た
か
な

ど
を
出
し
合
い
、
人
権
に
つ
い

て
の
考
え
を
深
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
人
権
弁
論
の
取
り

組
み
は
、
生
徒
自
身
が
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

学
級
で
の
人
間
関
係
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
校

文
化
祭
で
は
、
学
級
の
代
表
に

選
ば
れ
た
生
徒
が
発
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
、

町
の
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集

会
で
も
発
表
し
ま
し
た
。

●
文
化
祭
で
の
学
級
人
権
劇

　

毎
年
、
学
年
ご
と
に
脚
本
を

選
び
、
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た

演
劇
を
行
っ
て
い
ま
す
。
友
達

や
家
族
の
き
ず
な
を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
や
、
い
じ
め
な
ど
周

り
と
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
る

も
の
な
ど
が
選
ば
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
今
年
の
3
年
生
は

結
婚
差
別
を
テ
ー
マ
に
し
た
脚

本
で
演
劇
を
行
い
、
部
落
差
別

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

●
人
権
教
育
参
観
日

　

毎
年
11
月
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
26
日
に
土
曜

授
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し

た
。
一
限
目
は
各
学
級
で
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
学
習

を
行
い
、
二
限
と
三
限
目
で
は

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

【
ひ
の
っ
こ
保
育
所
】

　

ひ
の
っ
こ
保
育
所
で
は
、
日
ご

ろ
か
ら
園
児
た
ち
に
「
命
を
大
切

に
」と
い
う
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
命
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、「
自
分
以
外
の
人
た
ち
の

命
や
動
植
物
な
ど
、
地
球
上
に

存
在
す
る
す
べ
て
の
命
を
大
切

に
す
る
」
と
い
っ
た
基
本
理
念

に
基
づ
い
て
日
々
の
保
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
権
を
踏
み
に
じ

る
最
大
の
行
為
で
あ
る
戦
争
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
、
毎
年
8

月
の
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下

日
と
平
和
記
念
日
に
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
悲

惨
さ
を
写
真
な
ど
を
使
っ
て
伝

え
て
い
ま
す
。

　

幼
い
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の

話
を
し
て
ど
れ
だ
け
理
解
し
て

も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
家

庭
で
も
そ
の
話
を
し
、
戦
争
は

絶
対
に
い
け
な
い
と
口
に
し
て

く
れ
ま
す
。

　
「
戦
争
」
と
い
っ
て
も
自
分

の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
戦
争
を
し
な

い
・
さ
せ
な
い
人
間
に
な
る
た

め
に
、
今
の
自
分
が
で
き
る
こ

と
と
し
て
、「
み
ん
な
と
仲
良

く
す
る
」「
け
ん
か
を
し
な
い
」

「
命
を
大
切
に
す
る
」
と
い
っ

た
こ
と
を
機
会
が
あ
る
ご
と
に

話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
般
テ
レ
ビ
で
も
放

送
さ
れ
ま
し
た
が
、
熊
本
県
食

肉
セ
ン
タ
ー
の
元
職
員
の
話
を

基
に
し
た
、
絵
本
「
い
の
ち
を

い
た
だ
く
」
を
使
っ
て
、
命
の

大
切
さ
を
伝
え
る
人
権
学
習
の

機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
日
野
高
校
】

　

本
校
で
は
、
生
徒
の
自
尊
感

情
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
教

育
を
含
め
、
広
く
人
権
に
つ
い

て
学
ぶ
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
４
月
…
1
、2
年
生
対
象
「
仲

間
づ
く
り
」
に
関
す
る
Ｌ
Ｈ
Ｒ

●
5
月
…
3
年
生
対
象
「
就
職

差
別
」
に
関
す
る
Ｌ
Ｈ
Ｒ

●
6
月
…
3
年
生
対
象
「
人
権

教
育
講
演
会
」、
演
題
：「
出
会

い
か
ら
学
ぶ
」
結
婚
差
別
に
つ

い
て
、
講
師
：
髙
田
美
樹
さ
ん

●
7
月
…
全
校
生
徒
対
象
「
性

教
育
講
演
会
」、
演
題
：「
心
の

笑
顔
～
心
か
ら
笑
顔
に
な
っ
て

い
ま
す
か
～
」、
講
師
：
三
島

道
秀
さ
ん

●
9
月
…
1
年
生
対
象
「
障
が
い

者
の
人
権
」
に
関
す
る
Ｌ
Ｈ
Ｒ

2
年
生
対
象
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」

に
関
す
る
Ｌ
Ｈ
Ｒ

各
学
年
対
象
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防

学
習
会
」、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：

藤
田
栄
子
さ
ん
、
服
部
久
美
子
さ

ん
、
竺
原
晶
子
さ
ん

10
月
…
3
年
生
対
象
「
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
教
室
」、
演
題
：「
命

の
大
切
さ
を
考
え
る
～
子
ど
も

た
ち
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
し
な
い
た
め
に
～
」、
講
師
：

市
原
千
代
子
さ
ん

11
月
…
1
年
生
対
象
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
出
前
授

業
」、
演
題
：「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
」
す
べ
て

の
人
に
や
さ
し
さ
を
（
気
づ

き
・
考
察
・
体
験
・
思
い
や
り
）、

講
師
：
石
田
重
幸
さ
ん

2
年
生
対
象
「
労
働
者
の
権
利
」

に
関
す
る
Ｌ
Ｈ
Ｒ

全
校
生
徒
対
象
「
人
権
教
育
Ｌ
Ｈ

Ｒ
公
開
授
業
」

1
年
生
「
身
近
な
差
別
と
人
権
」

2
年
生
「
性
感
染
症
と
そ
の
予
防・

日
野
高
の
Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
教
育
～
か
け

が
え
の
な
い
あ
な
た
～
」

3
年
生
「
結
婚
差
別
に
つ
い
て
」

●
1
月
予
定
…
全
校
生
徒
対
象

「
人
権
教
育
講
演
会
」

生徒へ思いを語る髙田さん

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち　

ひ
の
２
０
１
６
年
12
月
20
日
発
行

発
行
：
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会

編
集
：
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会  

広
報
部
会

さまざまな人権について学ぶ機会を
設けました（デートDV予防学習会）
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

地域に点在する耕作放棄地 農
業
委
員
会
　
会
長
　
長
住
　
武
美

日野町農業委員会
 TEL ７２－２１０３　

農地の困りごとがありましたら気軽にご相談ください。
・田んぼを作ることができなくなった。誰か作ってくれる人はいないだろうか？

・田んぼを宅地に変えて家を建てたい。手続きはどうしたらよいだろうか？

・田んぼの貸し借りのことについて、詳しく知りたい。　など、お気軽にご相談ください。

【農業委員】　▼根雨地区・日野地区担当：長住武美、山吹長年、松本洋一

　　　　　　▼黒坂地区担当：頭本佳苗、髙田昭徳

【農地利用最適化推進委員】　▼根雨地区担当：若林順也　▼日野地区担当：松本昌明　▼黒坂地区担当：谷口　勇

【問合せ先】農業委員会事務局（電話 72-2103）

　

11
月
7
日
、
農
業
委
員
会
で
は

毎
年
恒
例
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
年
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
は
農
業
委
員
会
制
度
改

正
後
、
初
め
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

す
。
制
度
改
正
後
設
置
さ
れ
た
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
今
年

か
ら
農
業
委
員
と
一
緒
に
現
地
を

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
山
口
副
町
長
に
も

同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
津
地
、
本
郷
、
黒
坂
、

近
江
、
布
瀬
谷
の
5
地
区
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
耕
作
し
た
く

て
も
周
辺
環
境
が
悪
く
耕
作
が
困

難
な
農
地
、
耕
作
す
る
人
が
見
つ

か
ら
ず
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
農

地
が
あ
り
ま
し
た
。
中
山
間
地
域

で
の
農
業
を
取
り
巻
く
現
状
は

年
々
、
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
過
疎
化
な

ど
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
集
落
間
の
話
し
合
い
や
、
我
々
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
、

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
権
者
の
意
向
を
聞
い

た
上
で
適
切
な
農
地
利
用
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
担
い
手

の
育
成
・
採
算
コ
ス
ト
・
販
売
ル
ー

ト
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

No.61

耕作放棄地対策について現地で協議

農地中間管理事業を活用しましょう。

　地域ぐるみの話し合いを通じて、公益財

団法人 鳥取県農業農村担い手育成機構が、

農地の貸し借りの間に入る農地中間管理事

業を実施しています。

　利用した場合、機構集積協力金などが受

けられる場合があります。

　詳しくは、農業委員会事務局までお問い

合わせください。

農地中間管理事業の仕組み


